
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＪＦＥトンボみち ファンクラブ通信  
新年を迎えられ、皆様はいかがお過ごしでしょうか。 さて、今月

のＦＣ通信では、生物多様性について取り上げました。実は、今年は
この言葉を耳にする機会が多くなりそうなのです。もちろんファンク
ラブの活動にもたいへん関係があります。 

 

２０１０年１月号 

⇑貝殻の色や模様は

遺伝子の違いによる

と 考 え ら れ て い ま

す。 

生態系の多様性 種の多様性 遺伝子の多様性 

動植物から細菌な
どの微生物にいた
るまで、いろいろ
な生きものがいま
す。 

同じ種でも異なる
遺伝子を持つこと
により、形や模様、
生態などに多様な
個性があります。 

森林、里地里山、
河 川 、 湿 原 、 干
潟、サンゴ礁など
いろいろなタイプ
の 自 然 が あ り ま
す。 

地球上の生きものは、様々な環境に適
応して進化し、3,000 万種ともいわれる
多様な生きものが生まれました。 
多様性には、上に示すように「生態系」、
「種」、「遺伝子」の３つタイプがありま
す。 
 
そして、生物多様性のたくさんの恵みに
よって、私たち人間を含む生きものの
「いのち」と「暮らし」が支えられていま
す。 
 

京浜の森ロゴマーク 



   
 
 
 
 
 
 
 

これからの活動予定で～す。 
次 回 ： １月２３日（土） ８時～１０時  
次々回 ： ２月２７日（土） ８時～１０時  
雨天中止、事前申し込み不要、自由参加です。 
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「生物多様性の恵み」とは、つぎのようなものです。 
 

次回は、「生物多様性に迫る危機」についてお伝えします。 
（写真、文章は環境省のホームページから転載しています。） 

 

【シリーズ】  トンボみち の 仲間たち  
昨年１２月１９日のファンクラブです。 
トンボ池に氷が張りましたヨ～。 


